
インストルメントパネル内部の電気配線コネクタにおいて、取り付け位置が不適切なため、空調

ダクトの結露水がコネクタ内部に浸入することがある。そのため、そのままの状態で使用を続ける

と、当該コネクタ内で端子が短絡し、方向指示器、警音器、窓拭き器、前照灯の誤作動やエアバッグ

警告灯が誤点灯するおそれがある。 

改 善 箇 所 説 明 図  

 

 

 

 

 

 

改善措置の内容 

全車両、当該コネクタの取り付け位置を変更する。 
また、当該コネクタの端子を点検し、端子に錆がある場合は新品に交換する。 

注 ：   は、交換部品を示す｡ 

識別：作業完了車には、助手席リヤドアピラーストライカー付近に「MT48」の文字が記載された 

白黄色のシールを貼付ける。 
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